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春蚕残桑の夏秋蚕期における収穫法
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1　は　し　が　き

岩手県では，大規模養蚕農家層を中心に年間多回飼育化

が推進されて，夏蚕あるいは春蚕と夏蚕の中間時期に掃立

てられる第二春蚕が急増している。

夏蚕期の桑収穫は，三分割輸収法あるいは交互・輪収法

の主として株上春切法4）が凛準収穫法として採られていろ。

しかし，現地では春蚕の残桑を基部伐採収穫する形式が多

くみられ，高温時に葉を全部収穫することから樹勢への影

響が懸念され，交互法に代表される残葉収穫などの合理的

な収穫法が．この春蚕残桑収穫にも望まれている。

桑の収虫構成は．春蚕期の齢期別収姐調査3）が都府県蚕

試協力試験で行われたことから各地の関連成績がみられる

が，春蚕残桑の該蚕期以降の調査少なくめ．また，春蚕用

兵の生育相変化51や層別刈取法での新桐塁垂直分布の解析

はあるl）が前年晩秋期に中間伐採されていない圃場や関東

地域で行われた報文である。

そこで．春蚕期の残桑の夏秋蚕期での収健方法と残桑の

生育相がどのような変化推移をするかの解析を試みた。

2　試　験　方　法

当場の構内桑園で中刈仕立の改良鼠返を用い試験した。

春蚕残桑の夏秋期収塵法は，1981年と1982年の夏蚕期に

①基部伐採を行い翌春に春切りする。（参上部新橋3本の基

部に5～6葉残して下部新柄は基部から収穫し，晩秋蚕期

において5～6葉残収穫して翌春に春切りとするか，母条

1枝に1～2本あて30（Ⅶ残し他校は基部収穫して翌春蚕の

3～4齢期に株下げ収隆する。③母条長の％部から中間伐

採して翌春に春切りする。（卦桑株の片側母条に着生した新

膚を（参と同様に収穫し，初秋蚕期に残った片側母条の新柄

を夏蚕期と同法で収穫し，翌春に春切りする。4区を設け

た。

供試桑樹は，1981年には1965年春値の栽胞距離2．5m×0．8

mの桑図で，前年春切りして晩秋蚕期に1仇あるいは70（職

域収穫し，当年の春蚕期に株当たり5枝条残し間引収穫し

たものであり．1982年には1964年春情で栽植距離2．5の×0．6

一285－

仇の桑園で．前年春切りして晩秋蚕期80（Ⅶ残収穫したもの

で，当年春蚕期には間引収穫しなかっ′こ。

春蚕残桑の生育相推移は，1969年春値の栽憤距離2．5鵜

×0．6mの桑園で，前年春切りして晩秋蚕期1．2m残中間伐

採した枝条に，予め生育が中庸の枝条を株当たりl′）3本

選んでおき，1980年6月30日から8月21日まではば10日間

隔に6回調査した。その調査要領は．母条10本を基部から

採取して母条の先端から25伽．25～50（礼50～75（詞．75

～と4節に切り分けて，第1～4節位とした。更に各節に

着生する所柄が生育伸長した枝条を基部から母条と切断し．

着生上位から個別に条桑冠を，次いで正秦墨を秤量した。

3　試験結果と考察

日）春蚕残桑の夏秋蚕朋収穫調査：条重量は夏蚕と初

秋蚕期にそれぞれ桑株の片側にあろ母条に着生した枝条を

収穫した区（鳳4）が多く．次いで夏蚕期基部伐採区（仙1）．

母条の宛部位で伐採した区（鳳3），先端新柄3本に5～6

葉残して下部新柄基部収穫区（鳳2）の噸であった。しかし．

鳳2区の再発枝は8月中旬以降低温で生育が良くなかった

表1　春蚕期成桑の夏秋蚕期における収
収穫法別収墨

年別 区瓜

対　 1　 株
対10 8
葉 虫

前 年
晩 秋条桑壷

（ク）
葉虫割合
（％）
葉 虫
（タ）

1981

1 3，926 59．2 2．324 1，162

1 仇残2 3，080 65．3 2．011 1．006

3 3，168 60．7 1，923 962 収　 穫

4 摘 § 岳亘：亘 l：2彗彗 椚

1 2．934 55．9 1，640 820

70〔Ⅶ残2 2．190 61．6 1，349 675

3 2．378 61．1 1，453 726 収　 穫

4 l：窒門 台皇：含 写i8 掴

1982

1 4．272 61．4 2，623 1．747

80m 残2 3，794 65．5 2，485 1，655

3 3．860 61．0 2．355 1，568 収　 穫

4 l瀾 椚 用 与 緋

注．11収穫月日1981安打，別）初秋虻．12），l瑠2夏灯．8）初秋侍．11）
2）区鳳1～3及び4上段は夏蚕，4の下段は初秋蚕収量
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1982年であっても．晩秋蚕期には最長再発枝条の平均長が

107川で晩秋以降の蚕期に収穫できること，その際に母条

1枝に1～2本あて30用残収穫すると，農家が望む翌春蚕

期の収穫が可能であることから有利である。また・前年晩

秋蚕期の中間伐採程度と収量の幽係は．この収種時期でも

晩秋の残枝粂長が長いはど多収であった。なお・1981年の

春蚕期5本残し間引収穫の株当たり平均条重量は・前年1

m残しで2．024タ．70‘瀧残しでは1，936タであった。

121春蚕残桑各部の経時的推移：1母条に着生した条

桑島は．6月30日370タであったが8月21日までの52日間

には4437増加して813㌢と2．20倍になった。この場合の葉

量は．268タから234タ増の502才と1・87倍に増加した。この

粂桑量や美星の増加は，いずれも母条の先端から25佃まで

の第1節位における増加割合が大きい。

蓑2　春蚕残桑の時期別電量樹母粂1本，単位ダ）

日 6．30 7．10 7．2 1 7．30 8．11 8．21

条 桑呈

1 277 280 44 1 596 728 75 1

2 58 42 36 36 39 49

3 23 17 15 10 8 9

4 12 9 2 2 4 4

計 3 70 348 494 6 44 779 8 13

葉　 量

1 189 196 29 1 363 45 6 457

2 50 34 29 29 30 35

3 19 14 12 8 6 7

4 10 8 2 2 3 3

計 268 252 334 402 495 502

注．節位は＿出諒から1：0～25，2：26～50，3：51～75，4：75～仰

そこで第1節位に着生する枝条8～10本を上部1本目か

ら那11検討すると．調査開始時には下方枝も伸長していろ

が．7月中旬頃から下部枝の伸びが停止して5本目以下が

ほとんど伸長停止枝となり．8月上旬には4本目以下が伸

長停止して，下部枝基部着生葉が黄変落葉を始めたでこの

ため枝条が伸びて収量の増加に関与する枝条は・上端着生

の1～3校条に限られ，葉虫の73～75％はこれらの伎条

に着生している。

最長の枝条は，ほとんど母条の最先端に着生した枝条で

ぁるが，その最長枝粂長の平均は，6月30日67・8げで8月

11日には133珊こ伸び，そこに着生した集散の平均は26・8

枚から45．8枚に増加した。ま†こ．この第1節位の基部から

1用上部の条径は‥調査期間中に4．76m（31・4％）肥大生長

した。

第　33　号（19＄3）

蓑3　枝条上端部着生葉の時期別葉量　（単位g）

節位
上 端 か ら
（本 日 ）

6．30 7．10 7．2 1 7．30 8．11 8．2 1

1

l 4 0 5 8 7 1 12 5 1 19 1 19

2 36 4 7 6 3 9 2 10 5 1 1 1

3 3 4 3 3 6 5 5 2 10 7 10 1

4 2 2 2 1 3 6 3 2 3 5 6 2

0 5 16 14 2 6 2 4 3 6 3 2

i 6 12 12 1 4 2 0 18 1 6

2 5 7 1 2 5 7 12 2 3 13

（Ⅶ 8 9 4 6 6

3 6 3

1 0 3

4 5 7

9 5 2 3 3

10

計

3

18 9 19 6 2 9 1 4 56

4　要　　　　　約

春蚕期の残桑を夏蚕あるいは初秋蚕期に収穫する4型式

について検討するとともに残桑の生育相の推移をみた8

収穫型式は，夏蚕と初秋東胡に桑株の片側にある母条に

着生した上部枝条3本を5～6葉残しと下部枝条基部伐採

したものが多収であった。また，夏蚕朋に全母条に着生し

た上部枝条3本を5～6葉残しと下部枝条基部伐採したも

のは，この蚕期の収量は多くないが，晩秋以降の蚕朋で収

穫ができて年間合計収量では多くなり，再発枝の収穫法を

変えることによって．翌年の収種法の選択が可能となるこ

とから有利な方法である。

春蚕残桑の生育相を，母条の先端から25甜間隔で4節位

に切り分けて，6月30日から8月21日までほほ10日隔てに

調査検討したところ．下部節位の枝条は伸長を停止し・最

上部の節位その中でも上部3校条が生育伸長して収量増加

に与り，全葉量の73～75％程度はこの枝条に者生した葉で

あった。
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